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小
針
団
長
、
大
木
隊
長
の
退
任
}
』

よ
り
本
団
幹
部
が
次
の
と
お
り
発
令

さ
れ
ま
し
た
。
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退
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野
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婦
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消
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退
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隊

長

大

木

ナ
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新
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長

矢
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喜

代
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（
西
部
支
隊
長
）
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針

フ

キ

（
東
野
支
隊
長
）

小

山

田

タ

リ

（
西
部
支
隊
長
）
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// 副
隊
長

団

消

防

団

及

婦
人
消
防
回

幹
部
異
動

堂々の大行進
玉川村消防団l)春季検閲が 5月6日泉中学佼で行わ

れました。吾が村の消防団員35 7名＇／ま小針団長統率

の元日夜冶安維持1)にめ努力しておりますが今年iま優

秀な成績で春季険閲と終了致しました。

尚、小針団長さんこは4年間消防団長として活躍さ

れましたが今国勇退さ礼後任，こ副団長須田さんが団長

に就任致し宅した。
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五
月
の
行
事
予
定
表
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建

一
三
日
学
校
道
路
入
札

月
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対

事

業

昭
和
四
三
年
度
補
助
工
事
の
設
計

課
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一
四
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横
ほ
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整
備
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検
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六

日

仔
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セ
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ク
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会
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務

住
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税
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保
険
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賦
課
事
務

住

民

課

健
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児
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表
彰
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婚
姻
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及
び
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血
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検
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生
ポ
リ
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ワ
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チ
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投
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母
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セ
ソ
タ
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ク

．
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支
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日
せ
き
ジ
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テ
リ
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予
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セ
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タ
ー

須

釜

支

所

（
公
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学
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労
慟
基
準
行
政
の
運
営

に
付
き
ま
し
て
は
平
素
よ

り
ご
協
力
を
賜
わ
り
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
労
災
保
険
に
つ
い

て
は
本
年
四
月
一
日
か
ら

常
時
五
人
以
上
の
労
働
者

を
使
用
す
る
事
業
場
に
慟

＜
労
働
者
は
全
て
労
災
保

険
の
適
用
を
受
け
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
為
常
時
五
人
以
上

の
労
働
者
を
使
用
す
る
事

業
の
事
業
主
は
労
災
保
険

に
加
入
の
手
続
を
取
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
労
災
保
険
に
加

入
し
て
い
る
事
業
の
労
働

者
が
業
務
災
害
を
受
け
た

場
合
に
は
次
の
様
な
保
険

給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
療
養
補
償
給
付

労
慟
者
が
業
務
上
の
負

傷
や
病
気
に
よ
り
療
養
を

必
要
と
す
る
場
合
に
は
労

災
病
院
又
は
労
災
指
定
病

院
等
で
無
料
で
療
養
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
の

医
療
機
関
で
療
養
を
受
け

た
場
合
に
は
療
養
賀
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

口
休
業
補
償
給
付

療
養
の
為
労
慟
す
る
事

が
出
来
ず
そ
の
為
賃
金
を

受
け
な
い
場
合
は
休
業
四

日
目
以
降
に
つ
い
て
休
業

最
初
の
三
日
間
に
つ
い
て

は
労
慟
基
準
法
に
よ
り
事

業
主
が
補
償
を
行
な
う
事

に
な
り
ま
す
。

国
長
期
傷
病
補
償
給
付

業
務
上
の
負
傷
又
は
病

気
が
三
年
を
経
過
し
て
も

な
お
ら
な
い
時
は
日
と
⇔

の
給
村
は
長
期
傷
病
補
償
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一
去
る
四
月
六
日
の
初
議
会
に
於
て
ち
に
運
営
せ
ら
れ
る
よ
う
、
誠
心
誠

Ill

[
議
員
各
位
の
御
推
せ
ん
に
よ
り
、
玉
意
、
渾
心
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
呻

あ
り
ま
す
。

』
川
村
談
会
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
と
わ
が
玉
川
村
も
各
般
に
わ
た
っ
て
一

す

。

幾

多

の

難

問

題

が

山

積

し

て

居

り

ま

叫

皿
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

〗
識
会
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
会
議
す
。
か

A

る
重
大
な
る
と
き
に
際
し
一

て
村
政
の
重
要
な
事
項
を
決
て
、
議
長
の
要
瞼
を
汚
し
ま
す
こ
と
一

血
に
よ
っ

｝
血
言
胄
電
冒
5

」
令
‘

f

“

・

議
長
就
任
の
挨
拶

11

9

,

`

＾

泰

岱

玉
川
村

談
会
議
長

[
言

'

属怨

＂

嘉
弦
、
笠
．

～

・
祠

、

針

保

―

―

-

1

1

[
n
〗
〗
〗
〗

[
[
0

閏
〗
[

〗
議
員
の
意
思
を
尊
厭
し
、
あ
く
ま
で
甚
だ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
叫

〗
議
会
が
公
正
に
、
し
か
も
円
満
の
う
長
就
任
の
こ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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事
業
主
の
皆
様
へ

労
災
保
険
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

給
付
に
切
り
か
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
内
容
は
療
養
の

給
付
（
又
は
療
養
の
費
用

の
支
給
）
の
他
平
均
賃
金

の
年
額
の
六

0
％
が
年
金

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

四
障
害
補
償
給
付

業
務
上
の
負
傷
や
病
気

が
直
っ
た
時
、
身
体
に
一

定
の
障
害
が
残
っ
て
い
る

場
合
に
は
そ
の
障
害
の
程

度
に
応
じ
て
年
金
（
平
均

賃
金
の
二
四

0"-',1
0
0
 

日
分
）
叉
は
一
時
金
（
平

均
賃
金
の
四
五

0
ー
五

0

日
分
）
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
固
遺
族
補
償
給
付

労
働
者
が
業
務
上
死
亡

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
遺

族
に
対
し
て
年
金
（
平
均

賃
金
の
年
額
の
一
―

J
O%
i
 

五

0
%）
ま
た
は
一
時
金

（
平
均
賃
金
の
四

0
0日

分
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

因

葬

祭

料

死
亡
し
た
労
働
者
の
葬

祭
を
行
な
う
者
に
対
し
て

三
万
五
千
に
平
均
賃
金
の

――
1
0日
分
を
加
え
た
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
労
災
保
険
で
は
、
被

災
労
働
者
の
労
働
能
力
の

回
復
な
ど
を
図
る
た
め
に

保
険
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

位

外
科
後
処
置
、
義
肢
、
義

眼
、
眼
鏡
、
車
イ
ス
な
ど
順率票

の
支
給
、
混
泉
保
養
、
な

ど
を
無
料
で
行
な
っ

て
い

投
ll 
月落

ま
す
。
労
災
保
険
の
加
入
手
続

部

は、

事
業
主
団
体
に
よ
る

順位 I部落名

蒜 生

2
 

吉

3
 
北須釜

4
 
山小屋

5
-
6
-
7
-
8
-
9
 

四辻新田

部
落
名

川

辺

蒜

生

小

高中
岩
法
寺

竜

崎

南
須
釜

北
須
釜
吉
山
小
屋

四

辻

小

) II 

高
一
辺

釜

中
一
須・']IY
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区

長

氏

名

大

竹

平

三

郎

溝

井

永

一

車

田

源

喜

小

針

武

夫

佐

久

間

倉

太

仁

井

田

勝

美

増

子

音

重

草

野

林

次

有

賀

猛

夫

石

森

清

春

石

井

菊

夫

保

村
識
会
議
員
よ
り
石
川

地
方
衛
生
処
理
組
合
議
員

玉
川
村
監
査
委
員
会
、
石

川
地
方
衛
生
処
理
組
合
議

員
、
委
員
に
次
の
方
々
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
度
の
区
長
さ
ん
が
決
り
ま
し
た
。

一
年
問
よ
ろ
し
く
御
願
い
し
ま
す
。

10 

11 

岩法寺

竜 崎

12 I 
I 
開 拓

代
理
区
長
氏
名

大

和

田

重

正

曲

山

秋

雄

首

藤

信

勝

首

藤

武

雄

吉

田

金

作

小

林

俊

清

塩

択

直

利

野

口

堪

次

郎

佐

藤

計

石

森

男

塩

田

清

田

子

国

夫

小

原

久

雄

藤

田

金

二

監
査
委
員
会
委
員

渡

辺

政

囚

圏

労
災
保
険
事
務
組
合
制
度

を
利
用
さ
れ
る
と
便
利
で

す
。
新
た
に
強
制
適
用
事

業
と
な
る
事
業
の
事
業
主

は
で
き
る
だ
け
早
く
労
慟

基
準
監
督
署
に
「
保
険
関

係
成
立
届
を
」
提
出
し
て

下
さ
い
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
労

慟
基
準
監
督
署
、
又
は
労

働
基
準
局
に
お
尋
ね
下
さ

ぃ
。
加
入
に
当
っ
て
必
要

な
用
紙
等
を
備
え
て
あ
り

ま
す
。
福
島
労
働
基
準
局

労
働
基
準
監
督
署

東部

第 1位

第2位

第3位
K
山

,
1
 

地区

吉

須

小

釜

屋

西部地

第 1位蒜

第2位小

第3位川

区

生

高

辺

4月25日に執行された福島県知事選挙も、有権者が政治への責務を認識され、又明る＜

正しい選挙の推進により、別表のとおりの成績をおさめ、郡下第二位の成績となつた。

今後も、皆んなで明る＜正しい選挙の啓発に努め、来る参議院議員の選挙にも今回以上

の成績をのあげるべく、いまより心がけておきましょ。ぅ

石川郡各町村投票 率

町村名
有 権 者 数 投 票 者 数 投 票 率
男 女 計 男 I 女 計 男女 計

石川町 5,878 6,727 12,605 5,209 5,960 11,169 88 .62 88.60 88.61 

玉川村 2,008 2,286 4,294 1,786 2,062 3,848 88.94 90.20 891,61 

平田村 2,399 2,686 5,085 2,232 2,516 4,748 93.04 93.67 93.37 

浅川町 2,005 2,329 4,334 1,699 1,928 3,627 84,74 82.78 83.69 

古殿町 2,597 2,786 5,383 2,202 2,156 4,358 84.79 77.39 80.96 

合 計 I14.887 I、16.814 I 31,101 I 13. 128 14,622 I, 27,750 I'88.181 86~961 87.541 

福
島
県
知
事
選
挙
結
果
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五
月
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須
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回
交
通
安
全
県
民
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 5月11日から 5月20日まで、春の交
通安全運動旬間が行われた事は、皆さん

御承知のこと入思います。

毎
年
更
新
さ
れ
る
交
通
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対

事
故
の
悲
し
い
記
録
。
別
処
し
、
租
は
県
民
の
皆
さ

図
グ
ラ
フ
の
示
す
よ
う
に
ん
の
尊
い
生
命
を
守
る
こ

三
十
四
年
に
比
較
し
て
発
と
を
目
標
に
、
子
供
を
交

生
件
数
は
四
倍
、
死
傷
者
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
の

は
五
倍
に
な
っ
て
お
り
ま
交
通
安
全
施
設
の
幣
備
、

す
。
県
知
事
（
代
理
佐
久
交
通
指
導
員
制
度
の
新
設

間
副
知
事
）
よ
り
県
下
の
及
び
交
通
事
故
相
談
所
の

自
動
車
保
有
台
数
が
増
加
開
設
等
を
進
め
て
ま
い
り

し
，、
県
民
の
く
ら
し
が
豊
ま
し
た
。
今
後
ふ
引
続
き

に
な
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
歩
道
や
横
断
歩
道
橋
な
ど

こ
と
で
す
が
そ
の
反
面
、
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も

激
増
す
る
交
通
事
故
は
深
に
、
運
転
者
、
歩
行
者
に

刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
対
し
て
も
積
極
的
に
交
通

お

り

ま

す

。

安

全

の

呼

び

か

け

を

し

て

七

交
通
安
全
県
民
大
会

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
と
、
あ
い
さ
つ
が
あ

h
、
続
い
て
福
島
県
警
察

太
部
長
、
山
下
警
視
長
ょ

り
県
内
の
各
層
を
代
表
す

る
皆
様
が
一
堂
に
会
し
、

そ
の
な
す
べ
き
こ
と
A

そ`

の
向
う
べ
き
と
こ
ろ
を
真

剣
に
討
誂
し
、
こ
れ
を
県

民
の
前
に
宣
明
さ
れ
ま
す

こ
と
は
、
ま
こ
と
に
力
強

い
限
リ
で
あ
り
、
意
義
深

い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
警
察
と
い
た
し
ま
し

て
も
交
通
事
故
に
直
結
す

名

釜

釜

崎

釜

辺

寺

辺

釜

辺

高

，釜

辺

釜

辺

釜

蒋

環

・中

ク

須

ふ
千

ク

須

＇

，ク

法

須

吉

須
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須
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部
希
中

＾

南
＇

竜
ら，

北

川

岩

'JII
南

川

小

塵

川

北

川

北

る
悪
質
交
通
違
反
の
指
適

取
り
締
り
を
重
点
と
し
て

適
正
な
交
通
規
制
交
通
安

全
施
設
の
幣
備
促
進
等
を

通
じ
て
、
交
通
事
故
の
防

止
に
懸
命
の
努
力
を
続
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
何
分
に
も
交
通
事

故
防
止
の
問
題
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
、
交
通
関

係
機
関
団
体
は
も
と
よ
り

国
民
の
手
べ
て
が
総
力
を

あ
げ
て
こ
ん
に
対
処
す
る

の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
成

果
を
期
待
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
た
だ
い
ま
は

春
の
交
通
安
全
運
動
が
展

開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
，
道

路
を
歩
く
人
も
自
動
車
を

運
転
す
る
人
も
、
道
路
を

利
用
す
る
す
べ
て
の
人
が

交
通
道
偲
を
身
に
つ
け
人

命
尊
重
の
観
念
に
徹
し
交

通
事
故
の
惨
禍
を
防
止
さ

れ
る
よ
う
一
層
の
ご
協
力

を
願
い
ま
ず
、
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
叉
交
通
安
全

活
動
協
力
者
ど
し
て
尾
形

量
致
さ
ん
に
福
島
県
交
通

最
近
は
毎
日
の
よ
う
に

交
通
事
故
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
が
、
特
に
痛
ま
し

い
の
が
幼
児
や
小
学
生
の

交
通
事
故
で
す
。

当
局
で
は
平
素
郵
便
貯

金
、
簡
易
保
険
に
御
協
力

下
さ
る
御
礼
に
こ
れ
ら
の

事
故
防
止
に

少
し
で

も
役

立
＇つ
様
に
と
ヱ
父
通
安
全

横
断
旗
」
を
作
っ
で
、
地

元
交
通
安
全
協
会
に
寄
贈

致
し
ま
し
た
。
此
の
e

旗
で

皆
様
を
交
通
戦
争
か
ら
少

し
で
も
御
守
り
出
来
れ
ば

と
御
祈
り
致
し
ま
す
。

「
交
通
安
全
は

み
ん
な
の
力
で
」

献
血
推
進
運
動
に
つ
き

ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
特

段
の
御
協
力
を
願
1

つ
て
お

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が

四
十
三
什
度
上
半
期
の
採

佃
バ
ス
「
い
ず
み
号
」
の

来
石
日
程
が
下
記
の
通
り

決
定
し
た
の
で
御
知
ら
せ

致
し
ま
す
。
な
に
と
ぞ
絶

大
な
る
御
協
J
J
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

い
ず
み
号
来
石
月
H

七
月
十
二

H

（
金
）

九
月
二
十
日
（
金
）

麟
赤
ち
ゃ
ん
の
表
彰

去
る
五
月
十
一
日
優
良
予
防
接
種
（
ジ
フ
テ
リ
ア

赤
ち
ゃ
ん
＇
の
年表
彰
が
あ
り
百
白
咳
、

B
C
G
、
ボ
リ

ま
し
た
。
家
族
歴
、
既
往
オ
）
等
の
細
ぃ
審
査
の
結

奥

栄

養

法

ヽ

現

症

、

現

果

沃
ゆ
方
忍
が
入
賞

忘
れ

在
の
言
語
、
運
動
機
能
r

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

名

重

信

英

七

夫

郎

男

憲

美

善

勝

元

吐

行

勝

正治

郎

功

攻

太

実

勝

栄

者，護保
忠

康

勝

唯

静

善

紀

利

康

康

清

喜

広

豊

政

一

久

子

渉

勇

裕

夫

晴

蒸

子

紀

武

美

苗

子

信

子

：幸

広

勝`

美

美

悦

友

ヨ

美

靖

早

和

康

美

喜

腕

弘

政

義

名氏
幸

根

ト

児

谷

針

木

田

針

藤

林

木

田

井

越

本

沢

部

釜

田

野

．

黒

、原

針

針

幼

円
小
駒
松
小
佐
小
鈴
吉
石
村
坂
塩
矢
須
｀
添
言
〖
五
目
高

念
小
小

四
十
三
年
度

K
半
期
の

採
血
日
の
お
知
ら
せ

対
策
協
議
会
長
よ
り
感
謝

交
通
安
全
横
断
旗
を
寄
贈

川
辺
郵
使
局

状
が
贈
晏
さ
れ
ま
し
た
。
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春-

色

七
月
一
日
か
ら
お
出
し

に
な
る
郵
便
物
に
は
必
ず

「
郵
便
番
号
」
を
書
い
て

頂
く
事
に
な
り
ま
す
。

R
「
郵
便
番
号
」
は

な
ぜ
必
要
か

郵
便
物
の
取
り
扱
い
数

は
年
々
増
加
を
た
ど
り
、

こ
こ
十
年
余
り
の
間
で
二

倍
に
も
増
え
続
け
て
お
り

近
い
将
来
に
は
、
今
ま
で

の
処
理
方
法
で
は
、
と
て

も
間
に
合
わ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
現
在
よ
り
早

く
配
達
す
る
為
に
区
分
を

機
械
化
す
る
事
に
な
り
、

こ
の
為
「
郵
便
番
号
制
」

が
実
施
さ
れ
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

R
郵
便
番
号
簿
を
お

配
り
ま
す

郵
便
番
号
は
郵
便
局
で

郵
使
を
配
達
す
る
地
域
ご

と
に
決
め
た
番
号
で
す
。

そ
の
郵
便
番
号
を
収
録
し

た
「
家
庭
用
郵
便
番
号
簿
」

を
六
月
十
日
頃
ま
で
に
み

な
さ
ま
の
ご
家
庭
に
お
配

り
し
ま
す
。
も
し
届
か
な

い
場
合
に
は
川
辺
郵
便
局

ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

尚
、
番
号
簿
は
追
加
配

布
が
出
来
ま
せ
ん
か
ら
亡

失
等
し
な
い
様
大
切
に
保

存
し
て
下
さ
い
。

萄
□

R
郵
便
物
の
ど
こ
に

書
く
か

郵
便
の
宛
名
を
書
く
所

の
右
上
部
に
お
書
き
下
さ

い
。
租
製
ハ
ガ
キ
や
封
筒

の
右
上
部
に
赤
色
の
わ
く

が
印
刷
さ
れ
て
お
る
の
が

市
販
さ
れ
て
お
り
ま
す
が

郵
便
番
号
に
つ
い
て

ー
玉
川
は
九
七
九
ー
六
一
l
-
|

世

帯

主

名

続

柄

常

一

孫

佐

市

ク

二

三

夫

三

男

七

郎

孫

直

人

ク

林

次

ク

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
四
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）
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こ
の
わ
く
は
、
郵
便
番
号

を
記
入
す
る
為
の
わ
く
で

す
。
わ
く
の
な
い
「

ハ
ガ

キ
」
や
「
封
筒
」
を
お
使

い
に
な
る
時
は
そ
の
ま
ま

右
上
部
に
番
号
を
お
書
き

下
さ
い
。

R
ま
ず
ご
自
分
の
郵
便
番

号
を
書
い
て
下
さ
い

川
辺
局
の
配
達
地
域

（
玉
川
村
一
円
）
は
郵
便
番

号
九
七
九
ー
六
三
で
す
。

お
互
い
に
ご
自
分
の
郵
便

番
号
を
差
出
人
住
所
の
所

に
書
い
て
お
け
ば
、
返
事

を
出
さ
れ
る
時
に
便
利
で

す
。
住
所
録
、
メ
モ
帳
又

は
名
刺
等
に
も
郵
便
番
号

を
書
い
て
お
く
と
便
利
で

す
。

南
須
釜
の
大
木
吉
丸
さ

ん
は
、
行
政
管
理
庁
長
官

よ
り
、
行
政
相
談
委
員
を

委
嘱
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
の
仕
事
は

福
島
行
政
監
察
局
で
行
な

っ
て
い
る
行
政
相
談
の
窓

ロ
と
し
て
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
お
困
り
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
納
得
が
ゆ
か

な
い
こ
と
希
望
す
る
こ
と

等
に
つ
い
て
相
談
を
受
付

け
る
こ
と
が
主
な
役
目
で

あ
り
ま
す
。

毒
部
落

生
出
児
氏
名

川

辺

矢

部

辰

弥

ク

坂

本

の

ぶ

子

南

須

釜

塩

沢

徳

雄

ク

増

子

美

穂

子

ク

瀬

谷

千

代

子

北
約
釜

草

野

和

洋

R
郵
便
番
号
簿
は
書
店
で

本
村
の
心
配
ご
と
相
談

所
は
附
和
三
十
五
年
に
県

下
で
第
五
番
目
に
開
設
し

人
々
の
来
談
に
応
じ
、
若

干
の
効
果
を
挙
て
参
り
ま

し
た
が
、
こ
の
間
中
央
に

於
け
る
補
助
の
打
ち
切
り

運
営
要
網
の
改
正
等
の
変

化
も
あ
っ
た
が
、
四
十
二

匹
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先
月
の
日
誌
よ
リ
四
月

ヽ
2
'
J
r
`
‘
,
‘
,
r
ヽ
ヽ
~
ヽ
ヽ
‘
‘
.ク

須

釜

文

所

経
済
士
木
委
員
会

知
事
選
挙
打
合
会

生
ボ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
投
与
母
子
健

康
七
ン
タ
ー

年
度
よ
り
中
央
に
於
い
て

も
こ
う
し
た
施
設
を
全
国

各
市
町
村
に
迄
普
及
設
懺

心
配
ご
と
相
談
所

1

1

改

善

の

お

知

ら

せ

I
I

も
売
つ
て
お
り
ま
す

全
国
の
郵
便
番
号
を
掲

載
し
た
郵
便
番
号
簿
（
全

国
阪
）
を
次
の
書
店
で
売

っ
て
お
り
ま
す
一
部
七
〇

円
で
す
。

石
川
町
江
戸
屋
書
店
、

須
賀
川
市
桔
梗
屋
書
店、

郡
山
市
佐
藤
、
山
ノ
井
、

十
字
屋
の
各
書
店。

川
辺
郵
便
局

一

こ
ま
り
ご
と
—
|

ー
ー
ー
相
談
に
応
じ
ま
す
—

「

相
談
の
受
付
け
る
範
囲

ら＂

は
、
国
や
政
府
関
係
機
関

（
公
社
、
公
庫
、
公
団
等
）

の
業
務
叉
は
県
市
町
村
で

行
な
っ
て
い
る
業
務
で
、

国
の
委
任
或
は
補
助
に
か

か
る
業
務
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
民
事
関
係
の
問

題
や
警
察
で
扱
っ
て
い
る

刑
事
々
件
を
除
け
ば
、
大

て
い
の
場
合
は
行
政
相
談

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

相
談
は
一
切
無
料
で
秘

密
を
守
り
、
親
身
に
な
ろ

て
お
世
話
し
ま
す
か
ら
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
申
し
出

て
下
さ
い
。

尚
こ
の
制
度
に
つ
い
て

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点

が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
、

大
木
吉
丸
さ
ん
に
ご
連
絡

下
さ
い
。
詳
し
く
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
大
木
吉
丸

住
所
石
川
郡
玉
川
村
大

字
南
須
釜
字
六
反
田
五
十

一
番
地

電
話
、川
辺
局
）
六
十
二
番

四ク吉北南中川
辻

部

新
須須

田 ． 釜釜

B
．
一
写

玉
川
村
社
会
福
社
協
議
会

一

ヽ
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

i
 一

（
四
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

死

亡

者

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

味

原

フ

キ

軍

太

郎

母

首

藤

保

之

助

主

カ

ク

の

夫

大

越

重

義

義

正

父

矢

吹

辰

巳

主

義

三

の

父

大

和

田

兼

義

ク

兼

房

の

父

有

賀

キ

ク

平

雄

母

石

井

亀

治

主

菊

夫

の

父

辺

の
事
か
ら
、
補
助
永
続
が

実
現
し
又
相
談
所
の
内
容

も
改
善
し
、
広
く
人
々
の

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て

適
切
な
助
言
と
授
助
も
行

な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

か
ら
相
談
所
に
要
請
さ
れ

る
本
質
を
考
え
、
そ
の
機

能
を
発
揮
出
来
る
様
内
容

の
整
備
も
進
め
て
居
り
ま

す
。
そ
の
内
容
等
も
近
く
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
が
、
益

々
こ
の
施
設
を
御
利
用
下

さ
れ
、
叉
物
事
に
対
す
る

正
し
き
路
線
を
把
握
し
て

対
処
さ
れ
る
様
お
願
い
し

相
談
員
も
全
て
の
相
談
に

応
ぜ
ら
れ
る
様
勉
強
致
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し

く
御
願
い
致
し
ま
す
。
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呼――六

区
長
会

春
期
狂
犬
病
予
防

接
種
国
保
運
営
委
員
会

消
防
団
幹
部
会

空
一
〇

、
村
談
会
予
算
説
明

会
二
村
議
会
）

選
挙
管
理
委
員
会

土
地
改
良
区
理
事

会種
痘
接
種
母
子

健
康
セ
ン
タ
ー

児
童
館
運
営
協
議

会福
島
県
知
事
選
挙

投
票
種

痘

接

種

須

釜

支
所
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル

病
予
防
対
策
打
合

会H
例
監
査

春
季
大
掃
除

も
ち
米
出
荷
協
議

会消
防
団
春
季
検
閲

泉
中
学
校
校
庭

保
健
婦
補
助
員
会

議交
通
対
策
協
誂
会

植
樹
祭
（
石
川
郡

下
）
失
対
事
築
確
認
検

査村
誂
会
誂
員
研
修

会

四
・
一
九




